
し
て
茨
り
、
一
七
三
六
壷
，
（
享
保
二
一

参
・
大
黄
な
ど
を
産
出
す
る
と
あ
る
。

売
薬
業
の
興
隆
に
と
も
な
っ
て
、
薬
草
の
栽
培
も
し
だ
い
に
さ
か
ん
に
な
る
が
、
大
和
で
は
、
幕
府
の
採
薬
使
植
村
左
平
次
の
採
薬
調

査
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
森
野
・
下
市
両
薬
園
の
開
設
が
大
き
な
刺
激
に
な
っ
た
。

実
学
を
奨
励
し
た
将
軍
吉
宗
は
、
薬
草
に
も
強
い
関
心
を
も
ち
、
小
石
川
薬
園
を
拡
張
整
備
す
る
と
と
も
に
各
地
に
採
薬
使
を
派
遣
し

て
薬
草
の
調
査
と
採
集
に
あ
た
ら
せ
た
が
、
採
薬
使
の
中
で
も
っ
と
も
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
の
が
植
村
左
平
次
政
勝
で
あ
っ
た
。
左
平

次
は
一
七
二
○
年
（
享
保
五
）
か
ら
三
四
年
間
に
わ
た
っ
て
、
八
六
回
も
各
地
を
踏
査
し
た
と
い
わ
れ
る
。
大
和
へ
は
、
一
七
二
六
年
と

二
七
年
に
も
足
を
ふ
ゑ
入
れ
て
い
た
が
、
一
七
二
九
年
（
享
保
一
四
）
「
伊
賀
伊
勢
紀
伊
大
和
山
城
河
内
六
ヶ
国
御
用
」
と
し
て
大
和
を
中
心

甥
に
庄
茅
帯
刻
散
を
訂
し
た
肺
ォ
か
保
有
さ
れ
て
し
そ
弓
”
雌
一
こ
‐
そ
α
住
茅
に
ょ
胸
個
伝
濯
笥
α
豊
疋
要
個
修
芳
辰
諦
に
一
王
二

九
年
（
享
禄
二
）
管
領
畠
山
義
忠
の
求
め
に
応
じ
明
か
ら
鄭
舜
功
が
来
朝
し
て
豊
心
丹
の
薬
方
を
伝
承
、
こ
れ
が
義
忠
と
親
し
か
っ
た
筒

井
順
昭
に
伝
え
ら
れ
て
筒
井
家
の
「
家
方
」
と
な
り
、
「
代
を
是
を
衆
民
に
」
施
与
し
て
き
た
が
、
順
慶
が
母
の
本
願
に
よ
っ
て
伝
香
寺

を
再
興
し
た
際
、
こ
の
豊
心
丹
の
薬
法
が
同
寺
に
授
け
ら
れ
、
「
代
を
調
合
い
た
し
衆
人
に
得
さ
し
む
る
者
也
」
と
あ
る
。

植
村
の
採

政
勝
大
和
と
り
わ
け
吉
野
・
宇
陀
地
方
は
、
古
く
か
ら
薬
草
に
恵
ま
れ
た
土
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
一
七
二
一
年

薬
行
（
正
徳
三
）
の
『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、
大
和
の
土
産
を
並
べ
た
あ
と
「
此
外
薬
草
多
、
出
二
於
金
剛
山
一
者
良
」
と
記

一
七
三
六
年
（
享
保
一
二
）
の
『
大
和
志
』
に
は
、
宇
陀
・
高
市
・
宇
智
・
吉
野
な
ど
南
大
和
の
諸
郡
で
地
黄
・
当
帰
・
人

２
寺
柔
海
』
雄
一
一
座
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図1享保14年（1729）植村左平次政勝・森野藤助・採薬経路略図
（大久保信治「森野饗郭と薬園の成立」による。一部補訂）
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野
川
沿
い
を
下
っ
て
五
月
五
日
吉
野
山
に
達
し
、
六
日
か
ら
下
市
に
滞
在
し
て
薬
園
の
場
所
を
決
定
し
て
い
る
。
一
○
日
朝
下
市
を
出
発
、

一
二
日
山
上
ヶ
岳
を
越
え
て
北
山
郷
に
入
り
、
前
鬼
か
ら
釈
迦
ヶ
岳
に
登
っ
た
あ
と
下
北
山
村
を
南
下
し
て
六
月
二
日
紀
州
に
入
り
、
北

山
村
を
経
て
翌
日
十
津
川
郷
竹
筒
に
達
し
、
四
日
玉
置
山
で
泊
っ
た
あ
と
、
左
平
次
ら
は
下
・
上
蔦
川
を
ま
わ
り
、
小
川
か
ら
西
進
し
て

湯
之
原
に
渡
り
、
風
屋
・
栗
平
を
経
て
上
野
地
に
向
か
い
、
藤
助
は
西
進
し
て
上
湯
川
か
ら
北
上
、
神
納
川
沿
い
を
調
査
し
て
六
月
一
六

日
上
野
地
で
合
流
、
野
迫
川
村
大
股
を
経
て
二
五
日
高
野
山
に
着
く
。
翌
日
大
塔
村
阪
本
に
下
り
、
二
七
日
か
ら
天
川
郷
を
見
分
し
て
七

は
、
こ
の
年
四
月
三
日
伊
賀
か
ら
大
和
に
入
っ
た
左
平
次
に
宇
陀
郡
室
生
で
合
流
す
る
。
一
行
は
倶
留
尊
山
（
曽
爾
村
）
に
登
っ
た
あ
と
御

杖
村
を
経
て
東
吉
野
村
か
ら
川
上
郷
に
入
り
、
一
九
日
か
ら
三
日
間
雨
天
の
た
め
も
あ
っ
て
下
多
古
で
滞
在
、
入
之
波
を
見
分
の
あ
と
吉

に
行
っ
た
調
査
は
、
一
五
○
日
間
に
わ
た
る
大
旅
行
と
し
て
著
名
で
あ
る
鑑
鯛
認
錘
経
率
鏑
率
蝿
魅
。
こ
の
調
査
に
、
宇
陀
郡
松
山
町
（
現
大

（
栄
力
）

宇
陀
町
）
の
森
野
藤
助
（
初
代
、
韓
は
通
貞
、
号
は
饗
郭
、
恵
輔
！
）
の
ほ
か
吉
野
郡
下
市
村
（
現
下
市
町
）
の
畠
山
口
長
・
岡
谷
喜
右
衛
門
・

井
上
孫
左
衛
門
、
天
川
郷
中
谷
村
（
現
天
川
村
）
の
畠
中
藤
左
衛
門
ら
が
、
薬
草
見
習
と
し
て
左
平
次
に
随
行
し
た
編
錨
霊
睡
。
藤
助
ら

月
六
日
下
市
に
い
た
り
、
一
九
日
ま
で
滞
在
し
て
下
市
薬
園
の
開
設
に
あ
た
っ
た
。
二
○
日
か
ら
採
薬
行
を
再
開
、
下
市
か
ら
西
下
し
て

河
内
に
入
り
、
石
見
川
・
東
坂
を
経
て
二
二
日
金
剛
山
を
越
え
、
名
柄
（
御
所
市
）
に
下
っ
て
北
上
、
王
寺
の
遠
磨
寺
に
い
た
っ
た
あ
と
奈

良
に
向
か
う
が
、
南
郊
の
北
永
井
か
ら
南
下
、
初
瀬
を
経
て
伊
勢
街
道
を
東
行
、
二
六
日
伊
賀
の
名
張
で
藤
助
ら
は
左
平
次
一
行
と
別
れ

た
。
大
へ
ん
な
強
行
軍
だ
っ
た
が
、
多
種
多
様
の
薬
草
を
採
取
し
て
そ
の
成
果
は
大
き
か
っ
た
。

左
平
次
は
そ
の
後
も
一
七
三
二
・
三
四
・
三
五
年
の
三
た
び
大
和
を
訪
れ
る
。
こ
の
う
ち
三
二
・
三
五
年
の
採
薬
行
に
は
森
野
藤
助
も

同
行
し
た
。
藤
助
は
ま
た
、
一
七
四
三
年
（
寛
保
三
）
の
伊
勢
・
美
濃
・
近
江
の
採
薬
行
に
も
左
平
次
に
随
行
し
て
い
る
。
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八
日
に
入
札
、
九
日
に
「
堀
池
薬
園
場
所
地
改
ル
」
を
あ
る
。

た
か
と
い
う
（
唖
鈴
）
。
つ
い
で
七
月
六
日
か
ら
一
九
日
ま
で
、

寺
に
仮
植
し
て
い
た
薬
草
を
移
植
す
る
な
ど
し
て
、
一
七
日
》

い
つ
の
頃
に
か
廃
絶
、
い
ま
は
そ
の
跡
を
と
ど
め
て
い
な
い
。

い
つ
ぽ
う
森
野
藤
助
は
、
一
七
二
九
年
く
享
保
一
四
）
の
採
薬
行
の
あ
と
、
幕
府
か
ら
唐
薬
草
木
六
種
（
甘
草
・
東
京
肉
桂
・
烏
臼
木
・
天

台
烏
薬
・
牡
荊
樹
・
山
菜
葵
）
を
拝
領
、
自
ら
採
取
し
た
薬
草
類
と
と
も
に
自
家
背
後
の
台
地
上
の
畑
に
栽
培
し
た
。
こ
れ
が
森
野
薬
園
の

お
こ
り
で
あ
る
。
藤
助
は
早
く
か
ら
屋
敷
内
に
薬
草
類
を
栽
植
し
て
本
草
の
研
究
に
従
っ
て
い
た
が
（
一
七
二
二
年
に
は
和
薬
の
真
偽
を
確
か

め
た
「
和
薬
御
改
如
」
を
著
し
て
い
る
）
、
植
村
左
平
次
の
採
薬
行
に
同
行
し
て
知
見
を
広
め
る
と
と
も
に
多
く
の
薬
草
を
採
集
し
た
の
で
あ

な
つ
め

る
。
一
七
三
二
年
に
は
植
村
左
平
次
が
藤
助
宅
に
立
寄
っ
て
お
り
、
三
四
年
藤
助
か
ら
左
平
次
に
大
喪
を
贈
り
、
翌
三
五
年
左
平
次
か
ら

藤
助
に
山
菜
黄
・
欝
金
・
義
迩
・
肉
桂
の
種
苗
の
ほ
か
、
根
殻
一
本
・
附
子
二
根
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
三
五
年
に
九
種
、
三
七

年
（
元
文
二
）
に
一
八
種
の
薬
草
木
の
種
苗
が
下
付
さ
れ
、
四
○
年
に
も
朝
鮮
人
参
種
一
○
○
粒
の
下
付
も
受
け
て
い
る
。
左
平
次
の
励

ま
し
も
あ
っ
て
、
薬
園
は
着
と
と
整
備
充
実
さ
れ
、
一
七
○
四
年
（
元
文
五
）
の
目
録
に
よ
る
と
、
当
時
栽
培
さ
れ
て
い
た
薬
草
は
一
二

八
種
に
の
ぼ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
草
の
研
究
に
励
承
、
そ
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
『
松
山
本
草
』
全
十
巻
を
著
し
た
。
藤
助
の
子
孫
も
代
々
本
草
学
に
通
じ
、
三
代
目

下
市
の
薬
園
と
さ
き
に
少
し
ふ
れ
た
よ
う
に
植
村
左
平
次
は
、
一
七
二
九
年
（
享
保
一
四
）
の
採
薬
行
の
折
、
二
度
に
わ
た
っ
て
下
市

森
野
薬
園
に
逗
留
し
、
薬
園
を
開
い
た
。
彼
の
「
諸
州
採
薬
記
」
に
よ
れ
ば
、
五
月
六
日
か
ら
薬
園
の
場
所
選
定
に
あ
た
り
、

藤
助
は
、
一
七
四
九
年
（
寛
延
二
）
家
督
を
武
貞
（
二
代
目
藤
助
）
に
譲
り
、
薬
園
の
一
隅
に
書
斎
兼
薬
草
研
究
所
一
‐
桃
岳
庵
」
を
．
建
て
て

あ
る
。
堀
池
は
い
ま
の
堀
毛
、
薬
園
は
堀
毛
神
社
の
裏
山
中
腹
あ
た
り
で
な
か
っ

ま
で
、
ふ
た
た
び
下
市
に
滞
在
し
て
堀
池
薬
園
の
普
請
に
あ
た
り
、
さ
き
に
願
行

七
日
に
は
薬
草
の
植
付
を
完
了
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
堀
池
薬
園
は
、
そ
の
後
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森
野
家
の
三
代
目
藤
助
好
徳
仁
志
が
）
の
筆
に
な
る
「
大
和
国
出
産
之
薬
種
御
尋
二
付
奉
二
申
上
一
候
書
付
」
念
鋼
毒
と
い
う
の
が

あ
る
。
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
め
の
こ
ろ
の
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
ろ
大
和
の
ど
の
あ
た
り
で
ど
ん
な
薬
草
が
作
ら
れ
た

り
採
ら
れ
た
り
し
て
い
た
か
、
お
よ
そ
の
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
（
当
時
宇
陀
郡
は
、
大
半
が
幕
府
領
、
一
部
が
旗
本
領
・
藩
領
に
な

っ
て
お
り
、
筆
者
の
好
徳
が
幕
府
領
松
山
町
に
住
ん
で
い
た
関
係
で
、
「
当
御
支
配
所
」
、
「
当
御
支
配
所
井
当
郡
村
を
」
と
使
い
分
け
し
て
い
る
が
、
以
下

両
者
を
一
括
し
て
宇
陀
郡
と
し
、
そ
の
大
要
を
承
る
こ
と
に
す
る
）
。

頭
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
地
黄
・
川
言
・
当
帰
・
紅
花
（
た
だ
し
少
々
）
は
宇
陀
郡
村
を
及
び
大
和
の
所
を
で
、
白
巧
薬
・
赤
巧
薬
は
宇
陀
郡
其

桃 岳 庵

娃
碓
塞
畢
唾
唖
準
準
』
一
・
耐
噸
）
。

藤
助
好
徳
が
家
訓
に
「
三
十
四
十
に
お
よ
ひ
て
ハ
、
商
売
の
方
を
家
に
老
纏

め
ら
か
じ
め

た
る
人
に
予
つ
と
め
さ
せ
、
自
身
は
薬
草
を
心
が
け
、
薬
園
を
ま
も
り

て
め
つ
ら
し
き
を
増
、
た
え
た
る
を
お
ぎ
な
ひ
て
草
木
の
繁
茂
を
愛
し
、

年
老
て
ハ
草
木
の
図
状
を
も
拾
遺
し
て
品
多
く
あ
ら
は
す
を
切
と
す
へ

し
」
と
書
き
と
め
た
よ
う
に
、
薬
園
の
拡
充
整
備
に
努
め
た
。
そ
の
た
め
こ

の
森
野
薬
園
は
、
数
少
な
い
民
間
の
薬
園
と
し
て
、
今
日
に
い
た
る
ま
で

よ
く
そ
の
命
脈
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
余
麺
酔
噸
雄
踏
零
種
鍛
僻

薬
種
生
産
植
村
左
平
次
の
採
薬
行
と
下
市
・
森
野
両
薬
園
の
開

設
は
、
大
和
に
お
け
る
薬
草
の
栽
培
と
薬
種
商
の
台
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外
可
例
々
て
山
一
盈
挙
死
坐
上
逆
・
琴
犀
喜
ば
』
も
宅
臓
ら
達
＆
枇
諏
糊
α
ホ
ム
て
畠
狽
馴
牢
如
逗
て
も
少
為
』
吐
‐
肘
個
珪
払
側
謝
α
半
小
堵
て
４
〆
盛
夙
毎
ヂ
タ
ー
刃

で
）
作
ら
れ
て
お
り
、
赤
着
薬
と
牡
丹
皮
・
白
北
は
吉
野
郡
下
市
奥
で
多
く
作
ら
れ
、
直
根
人
参
（
吉
野
人
参
）
は
吉
野
郡
で
作
り
出
さ
れ

て
い
る
ほ
か
（
伊
勢
川
俣
谷
・
伊
賀
・
紀
州
・
山
城
な
ど
で
も
作
る
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
省
略
）
、
延
胡
索
・
貝
母
・
烏
薬
・
玄
参
・
隠
羊

蕊
な
ど
の
唐
種
が
、
森
野
薬
園
で
独
占
的
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
山
野
に
自
生
す
る
も
の
と
し
て
、
莞
活
・
独
活
・

前
胡
・
龍
胆
・
吉
梗
・
天
花
粉
・
沙
参
・
天
麻
・
桑
白
皮
・
遠
志
が
宇
陀
郡
で
掘
出
さ
れ
、
山
苛
薬
は
宇
陀
郡
と
吉
野
郡
山
中
、
葛
根
は

宇
陀
郡
と
金
剛
山
、
直
根
人
参
は
宇
陀
郡
の
深
山
で
少
冬
吉
野
郡
中
で
多
く
掘
出
さ
れ
る
ほ
か
、
草
烏
頭
は
金
剛
山
、
細
辛
は
大
峰
山

中
、
大
乙
余
糧
は
生
駒
山
中
、
石
南
葉
は
大
峰
と
吉
野
山
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
大
和
国
御
料
私
領
惣
代
か
ら
、
和
薬
株
・
油
株
質
株
・
古
手
道
具
古
金
屋
株
な
ど
株
仲
間
の
統
制
に
反
対
し
て
、
一
八
一
四
年

（
文
化
二
）
営
業
の
自
由
を
求
め
て
出
さ
れ
た
歎
願
状
金
銅
家
）
に
、
「
当
国
惣
百
姓
共
手
作
之
和
薬
（
和
薬
種
の
こ
と
）
等
百
姓
共
心
侭

に
京
大
坂
表
江
心
侭
送
込
売
捌
候
」
な
ど
と
あ
る
。
近
世
の
後
半
薬
種
の
栽
培
あ
る
い
は
採
取
が
さ
か
ん
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
ち
な
承
に
一
八
四
七
年
（
弘
化
四
）
の
『
和
州
吉
野
郡
名
山
図
志
』
に
よ
れ
ば
、
天
川
郷
に
つ
い
て
「
人
家
吉
野
人
参
を
作
る
、
又

草
埼
薬
・
当
帰
・
川
言
・
前
胡
を
も
作
る
…
…
或
は
埼
薬
を
掘
て
渡
世
す
」
と
あ
る
。

薬
種
の
生
産
や
採
取
が
さ
か
ん
に
な
る
に
と
も
な
っ
て
、
薬
種
屋
も
あ
ら
わ
れ
て
き
た
‐
そ
の
多
く
は
一
私
共
義
農
業
手
逝
之
階
節

ハ
、
少
を
シ
、
薬
種
商
売
仕
候
所
」
急
電
と
あ
る
よ
う
に
、
農
閑
期
の
副
業
と
し
て
営
ん
で
い
た
と
み
ら
れ
る
。
さ
き
に
あ
げ
た
「
大

和
国
出
産
之
薬
種
御
尋
二
付
奉
申
上
候
書
付
」
に
よ
れ
ば
、
森
野
家
で
も
薬
園
を
経
営
す
る
か
た
わ
ら
（
カ
タ
ク
リ
粉
の
製
造
に
も
従
っ
て
ぃ

皮
・
沙
参
・
桑
白
皮

た
ｰ

薬
種
を
商

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
地
黄
・
白
埼
薬
・
赤
埼
薬
・
前
胡
・
蔦
根
・
天
花
粉
・
紅
花
・
直
根
人
参
（
吉
野
人
参
）
・
牡
丹

q

白
尤
に
つ
い
て
「
取
扱
罷
在
候
」
と
あ
り
、
薬
園
で
栽
培
し
て
い
る
延
胡
索
・
貝
母
・
烏
薬
・
玄
参
を
二
欠
弘
罷
砿



在
候
」
と
あ
る
。

薬
種
屋
は
、
一
七
八
三
年
（
天
明
三
）
合
薬
屋
と
と
も
に
薬
種
合

薬
屋
組
合
株
仲
間
を
結
成
す
る
が
（
後
述
）
、
今
住
組
（
蔦
上
郡
・
高

市
郡
）
で
は
、
幕
末
の
一
八
六
○
年
（
安
政
七
）
・
一
八
六
三
年
（
文

久
三
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
薬
種
屋
九
人
・
一
○
人
、
和
薬
種
屋
一
三

人
・
一
三
人
を
数
え
て
い
る
麺
鎚
鍔
卿
ジ
）
。
こ
れ
ら
の
薬
種
屋

は
、
集
荷
し
た
薬
種
を
薬
剤
の
原
料
と
し
て
地
元
の
合
薬
屋
に
供

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
多
く
を
大
坂
道
修
町
の
薬
種
問
屋
に
送
っ

た
も
の
と
承
ら
れ
る
。

薬
種
の
薬
種
の
生
産
状
況
に
つ
い
て
物
語
る
江
戸
時

生
産
状
況
代
の
史
料
は
な
い
が
、
明
治
初
年
に
つ
い
て

表11874年（明治7）

府県別薬種・製薬生

産額(各1万円以上）

薬種 製薬

円

86,456
円

5,462新川県

京都府

奈良県

大阪府

鳥取県

若松県

長野県

栃木県

堺県

度合県

3,560 45,003

30,67C 3,560

165,60そ671

78,84C
一

44,026 1,322

25,548
l■■■■■

ー

■■■■■

21,725

10,526

8,30311,694

(『観粟茶編明治7年府県物産表』

による）

明治前期薬種生産地表2
－
１
■
■
０
日
８
６
Ⅱ
０
８
０
■
Ⅱ
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ｉ
日
日
■
６
０
．
Ⅱ
Ｕ
８
Ｅ
Ｉ
Ｉ
０
１
凸
■
Ｕ
且
７
０
Ｉ
０
４
１
０
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｑ
ｂ
“
０
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
０
６
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
９
■
■
■
８
－
０
Ⅱ
Ⅱ
Ｂ
Ⅱ
Ⅱ
１
０
Ⅱ
Ｕ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
Ⅱ
Ⅱ
０
■
Ｈ
Ｂ
０
０
８
ワ
ム
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｈ
９
Ｂ
Ⅱ
日
・

一
薄
主
帰
風
苓
黄
根
丹
薬
梗
英
英
香

合
莱
茶

一
川
白
当
防
荻
葛
地
百
牡
苛
桔
呉
山
木

－

志
峰

生
爾
太
銀
太
戸
賀
嶋
武
田
田
見
市
銀
市
銀

室
曽
宇
白
宇
神
宇
城
多
阿
阿
高
下
白
下
白

竜門

多武峰

宇賀志

宗桧

竜門

高市

大塔

阪合部 南芳野 秋野 下市

』
』
』
■ｆ
倍
竜
野
野

安
秋
芳南

部

桧
山
合
野

宗
久
阪
芳
淀

香
南
大

多武峰

秋野

下市

下市

市
銀
生
生

高
白
名
名
賀
賀

合
市
坂
下
銀
銀
白
白 宗桧

議
一一｡－

(『大和町村鰭築』による）
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第2章大和売薬の成立と展開

黄
琴
二
六
二
戸
・
四
○
○
人
を
数
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
明
治
前
期
の
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
幕
末
に
お
い
て
も
、
薬

種
生
産
が
さ
か
ん
だ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
に
足
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
の
一
‐
府
県
物
産
表
」
に
よ
る
と
、
表
１
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
奈
良
県
（
大
和
）
の
薬
種
生
産
額
は
三
万
六
七
○

円
で
、
鳥
取
県
（
七
万
五
八
四
○
円
）
、
若
松
県
（
明
治
九
年
福
島
県
に
合
併
、
四
万
四
○
二
六
円
）
に
つ
い
で
第
三
位
を
占
め
て
い
る
（
薬
種
別

の
生
産
額
に
つ
い
て
は
霊
準
鐸
地
）
。
幕
末
の
大
和
は
、
す
で
に
全
国
有
数
の
薬
種
生
産
国
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
大
和
町
村
誌
集
』
に
よ
っ
て
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
）
ご
ろ
の
大
和
の
薬
種
生
産
地
を
糸
る
と
表
２
の
と
お
り
で
、
宇
陀
・
吉
野
・
高

市
の
三
郡
を
中
心
嵯
三
か
村
に
及
ん
で
い
る
。
宇
陀
郡
に
つ
い
て
は
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
の
詳
し
い
「
産
物
調
書
上
帳
」
繍
蕃
塞
文
）

が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
当
時
宇
陀
郡
で
は
、
川
首
・
白
旅
・
当
帰
・
防
風
・
葛
・
苛
薬
・
桔
梗
・
呉
茶
英
・
木
香
の
ほ
か
、
大
黄
・
黄

琴
・
爪
棲
根
・
売
活
・
独
活
・
前
胡
の
生
産
が
あ
り
、
地
黄
に
つ
い
て
は
地
味
不
適
、
高
値
の
と
き
臨
時
に
作
る
こ
と
が
あ
る
と
し
、
龍

胆
に
つ
い
て
は
原
野
に
自
生
す
る
も
掘
る
こ
と
少
し
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
白
主
の
生
産
が
圧
倒
的
に
多
く
二
万
九
五
五
○
斤
、
六
四

七
戸
・
一
○
五
五
人
が
そ
の
栽
培
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。
つ
い
で
川
茸
の
七
五
六
○
斤
が
多
く
、
「
産
業
戸
数
」
八
五
戸
、
「
産
業
人
員
」

六
四
八
人
と
あ
る
。
以
下
五
○
○
斤
以
上
の
生
産
高
の
あ
る
も
の
を
拾
う
と
、
そ
の
栽
培
戸
数
と
人
員
は
、
苛
薬
六
九
戸
・
二
七
○
人
、

呉
茶
黄
四
八
一
戸
・
六
四
五
○
人
、
当
帰
九
六
戸
・
五
四
五
五
人
、
前
胡
二
七
六
戸
・
一
四
○
○
人
、
桔
梗
三
一
七
戸
・
一
四
○
○
人
、

、
ｒ
一
侭
ノ
｜
｜
●
、

は
若
干
の
史
料
が
残
っ
て
い
る
。
幕
末
と
そ
う
大
差
は
な
か
っ
た
と
ゑ
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
幕
末
の
状
況
を
察
す
る
こ
と
に
し
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